
長久手市地域見守り安心ほっとライン 0 5 6 1 - 6 3 - 5 5 5 6
ご近所で 「いつもと違う」 と気づいたときはお電話ください

24時間
365日受付
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この広報紙は、植物油インキを
使用しています。この広報紙の無断転載を禁じます。  視覚障がい者のみなさんにも家族から読んであげてください。

 City Public Relations M
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市長のまちづくりにかける想いを市長の語り口でお伝えします。
市ＨＰ「にょぜがもん」もぜひご覧ください。

　人を育てる名人といわれている山本五十六の「やってみせ、言って聞かせて、させてみせ、ほめてやらねば、人は
動かじ」は、最近でも、管理職研修等で紹介される名言です。
　私は、30代半ばでサラリーマンを退職し、その後、幼稚園を始めたとき、職員が思うように動いてくれず、日々、
悩んでいました。悩んでいるある日、外出先のトイレでこの名言を偶然、目にしました。しかし、なぜか、最後の「ほ
めてやらねば、人は動かじ」のところを「ほめてやれども、人は動かじ」と読んでしまい、「そうか、そうか。人は褒めて
も、思うように動かないんだ。あの山本五十六さえ、苦労したんだから、私がこうして悩むのも当たり前だ。」と、か
えって気が楽になりました。私はそれ以降３０年近く、ずっとこの名言を「ほめてやれども」と覚えていました。
　また、高齢者施設を始めたときも、職員との意見の相違から、常に「一平さんは、どう思うんですか。どうするんで
すか」と言われていました。その様子を見ていた入所している認知症の方から、「一平さん、自分のことすら思うよ
うにならんのに、ましてや人は思うようにはならん。そう気を病んじゃいかん」と言ってもらい、また気が楽になりま
した。
　私は、この二つの出来事のおかげで、「自分と考え方の違う人がいるからこそ面白い」と思うようになれました。

　まもなく人事異動という職場も多いでしょう。最近は、「昇進することに興味がない。魅力を感じない」、「管理職
をつとめる自信がない」などの理由で昇任を望まない人も増えていると聞きます。
　確かに、上の立場になることは大変なことです。職員の育成に悩み、相談できる相手も限られ、孤独を感じると
こもあるかもしれません。でも、その立場になったからこそ、できる経験、出会える人、苦しみも楽しみもあります。
辛いこともあるでしょうが、その経験は必ず、その後の人生を豊かにしてくれるはずです。
　山本五十六の名言には続きがあります。
　「話し合い、耳を傾け、承認し、任せてやらねば、人は育たず」。
「職員が思うように働いてくれない」とイライラしていると、ストレスがたまります。思いどおりにするのではなく、
「そういう考え方もあるんだ」と、まず、その意見を受け入れる。そして、やらせてみる。そうすれば、自分の気持ち
も楽になり、人も育つのです。
　上の立場に立つ人は、大変な仕事の中にも楽しみを見つけ、常に感謝の気持ちを忘れず、辛いとき、嫌なときこ
そ笑顔でいることが、自分にとっても、周囲にとっても大切なことだと私は思っています。

Vol.85 自分の人生が豊かに
やま もと　い　そ　ろく

■新年度を迎えて

市が洞

　コロナ禍の中で迎える新年度の活動については、次の
とおり前向きに活動を進めてまいります。
〇総会
　新年度においては、コロナの状況次第とはなりますが、
ぜひとも５月中の開催を目指していきます。
〇その他の活動
　その他の諸活動は、４月から始まるワクチン接種後の状
況も見極めて、活動参加者の安心安全を最優先に、コロ
ナにより中断した活動の再開に向けて努力していきます。
皆さまのご理解、ご協力をお願いいたします。

市が洞小学校
イメージキャラクター

小学校区まちづくり協議会
https://ichigahora.jimdofree.com/ (協議会HP)地域のみんなで

子どもを見守りましょう
児童の下校時見守り強化月間(4月～6月)
◆保護者の方・地域住民の皆さんが、自宅の前など
で、出来る範囲で行う気軽な見守りです。
掃除や花の水やりしながら、いつもの散歩を下校の
時間にあわせたりして、自宅の前を通る子どもの見守
りをしませんか？ 自宅の窓からやベランダから見守り
してくださる方も大歓迎です。ぜひご参加ください。
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